
 

 

 

企画展「発掘された日本列島２０１９」 開催のお知らせ 

令和元年６月１日（土）～７月２１日（日） 

 

プレスリリース                                                      令和元年５月吉日 

東京都江戸東京博物館 

 

 

 

  

 

 

 

 

全国で毎年約９０００件の発掘調査が実施されておりますが、その成果に実際に触れる機会は、極めて限られています。

そこで、より多くの方が埋蔵文化財に親しみ、その保護の重要性に関する理解を深められるよう、本展では、近年発掘さ

れた遺跡のなかで注目の１２遺跡４７３点について速報展示を行います。 

 また今年度は、特集とし被災地の埋蔵文化財と発掘調査の紹介、さらに史跡名勝天然記念物保護の展示を行います。 

 

１ 会期  
令和元年６月１日（土）～７月２１日（日） 

開館時間：９時３０分～１７時３０分（土曜日は１９時３０分まで、７月１９日（金）は２１時まで開館）  
※入館は閉館の３０分前まで 
企画展開催中の休館日：７月１５日（月）を除く毎週月曜日、７月１６日（火）は休館日 

 

２ 会場  

常設展示室 ５F 企画展示室 

（地域展：５F 企画展示室前） 

 

３ 観覧料  企画展は常設展観覧料でご覧になれます 
一般 ６００円（４８０円）／大学・専門学校生 ４８０円（３８０円）／中高生・６５歳以上 ３００円（２４０円） 

＊（ ）内は２０人以上の団体料金。消費税込。 

ただし、７月１９日(金) １７時からは学生・中高生は無料／一般・６５歳以上は団体料金 ※要証明 

 

４ 主催等   

【主催】文化庁、東京都、東京都江戸東京博物館、東京新聞、全国新聞社事業協議会 

【協力】全国公立埋蔵文化財センター連絡協議会、全国埋蔵文化財法人連絡協議会、 

公益財団法人元興寺文化財研究所、共同通信社 

【後援】全国史跡整備市町村協議会 

 

地域展 

【主催】東京都、東京都江戸東京博物館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

５ 展示構成および主な資料  
発掘された日本列島２０１９ 

 

■新発見考古速報 

近年発掘された遺跡や、成果がまとまった旧石器時代から近代までの１２遺跡４７３点を速報展示します。 

  
 

 

土偶 

白神山地東麓縄文遺跡群（川

原平(1)遺跡） 出土 

（青森県西目屋村：縄文時代後

期後葉～晩期前葉 約3,200～

2,900年前） 

家形埴輪 

金蔵山古墳 出土 

（岡山県岡山市：古墳時代中

期初頭 ４世紀後葉） 

和歌刻書土器(わかこくしょど

き) 

ケカチ遺跡 出土 

（山梨県甲州市：平安時代 １

０世紀） 

「女子群像」板絵 

青谷横木遺跡 出土 

（鳥取県鳥取市：飛鳥時代 ７世

紀後葉～８世紀初頭） 

 

■特集１ 福島の復旧・復興と埋蔵文化財 

東日本大震災の発生から８年の月日が流れました。東北沿岸のあちこちで、かつての賑わいを取り戻しつつあ

る町の姿を見ることができます。その一方で、福島第一原子力発電所事故の影響により避難を余儀なくされた福

島県沿岸部の浜通り地域や内陸の一部地域では、復旧・復興はまだ道半ばです。浜通り地域は、海の道と陸の

道によって各地と結ばれ、極めて個性的な文化を育んできた魅力ある地域です。浜通り地域の遺跡・遺物の展示

を通じて、この地に根付いた豊かな歴史文化に親しんでいただければ幸いです。（展示遺跡数：７遺跡） 

 
■特集２ 記念物１００年 

 記念物は、わが国にとって歴史上・学術上価値の高い遺跡、観賞上価値の高い名勝地、学術上価値の高い動

物・植物・地質鉱物の総称で、その中で重要なものは文化財保護法により「史跡」「名勝」「天然記念物」に指定さ

れます。２０１９年は文化財保護法の前進で、記念物を指定し、保護する制度である「史蹟名勝天然記念物保存

法」ができて１００年目の節目の年にあたります。そこで、後の時代に残したい大事なものである「記念物」１００年

の歩みを紹介し、記念物を守り、未来へと伝える大切さを皆様と共有したいと思います。 

  

 
発掘された日本列島２０１９ 地域展 

「道灌がみた南武蔵」 

 ２０２０年に向けて、都内の随所であらたな開発事業が進められています。足下の遺跡は、江戸の町場が広がって

いた時代から今に至るまで、地中に眠っていました。そして開発にともなう発掘調査により、思いもよらない所から蘇

りました。 

 調査により、太田道灌が活躍した時代すなわち戦国時代前半（15 世紀後半から 16 世紀前半頃）の遺跡も発見され

ています。戦乱に関わる城館や人々のさまざまな営みを考えさせる遺構が、突如としてその姿を垣間見せたのです。   

道灌が江戸城を築いた時期、東京周辺の南武蔵はどのような様相だったでしょうか。道灌は主家である扇谷上杉

家を支え、関東平野での享徳の乱、長尾景春の乱などの合戦で活躍しました。江戸城を築いたのはこの戦乱の時代

のはじめ、1457 年（長禄元）とされています。築城により江戸は南武蔵の重要拠点となり、後に都市が発展する基点

になりました。 

近年に確認された太田道灌が活躍した戦国時代前半の遺跡を紹介し、東京の原風景を考えてみたいと思います。 



 

 

企画展「発掘された日本列島２０１９」の広報に関するお問い合わせ 

      東京都江戸東京博物館 管理課 事業推進係 担当：早川、長屋 

〒１３０-００１５ 東京都墨田区横網一丁目４番１号 

TEL：０３-３６２６-９９０７  FAX：０３-３６２６-８００１  E-mail：kouhou@edo-tokyo-museum.or.jp 

 

６ 関連イベント・その他   

■「記念物 100 年事業」キックオフイベント 

 列島展開催初日にあたる本年 6 月 1 日は、史跡名勝天然記念物保存法施行からちょうど 100 年目にあたります。

これを記念して以下のキックオフイベントを開催します。 

また、文化庁では、このキックオフイベントを皮切りに２０２１年度までの 3 年間、「記念物１００年」事業を展開し、

「記念物」とその保護の重要性について広く知っていただけるような展示・イベント等を実施します。 

 

【日時】令和元年 6 月 1 日（土）10:30～11:30 

【場所】東京都江戸東京博物館 5 階常設展示室 中村座前 

【出演者】宮田亮平（文化庁長官・金工作家） 

佐藤 信（東京大学名誉教授・人間文化研究機構理事・博士（文学）） 

葦木ヒロカ（シンガー・アーティスト；長和町黒曜石のふるさと親善大使；茅野市縄文ふるさと大使） 

※３名による対談が中心。対談の前後に，史跡などをフィールドとして活動を続ける葦木ヒロカさんが歌を披露します。 

【参加方法】申込不要 

【参加料】無料（常設展示観覧料は別途必要） 

 

■「発掘された日本列島２０１９」新発見考古速報」展示解説 

「発掘された日本列島２０１９」の見どころを紹介します。 

（１）展示解説員（全国埋蔵文化財法人連絡協議会 関東ブロック協議会）による解説 

会期中の毎週火曜日・木曜日 ①１０時３０分～ ②１４時３０分～（各回４０分程度） 

 【集合場所】常設展示室 ５Ｆ企画展示室入口  【参加料】無料（常設展示観覧料は別途必要） 

 

（２）文化庁文化財調査官による解説 

会期中の毎週土曜日・日曜日、祝日 ①１０時３０分～ ②１４時３０分～（各回４０分程度） 

 【集合場所】常設展示室 ５Ｆ企画展示室入口  【参加料】無料（常設展示観覧料は別途必要） 

※６月１日（土）は関連イベントのため１４時３０分の回のみとなります。 

 

地域展 「道灌がみた南武蔵」 

（１）ミュージアム・トーク（展覧会見どころ解説） 

【日時】６月７日・２１日（各金曜日） １６時～（３０分程度） 

【集合場所】常設展示室 5 階 日本橋下 

【参加料】無料（常設展観覧料は別途必要） 

 

     

 

 

 

 

 

阿弥陀画像月待供養板碑 

江戸東京たてもの園所蔵 

 

 

 

 

 

狛江市・田中・寺前第6次調査（第16地点）

西区全景（東から） 

狛江市教育委員会提供 

 

 

 

 

 

 

中野区・城山居館跡 2次調査

区全景（北東から） 

中野区立歴史民俗資料館提供 

 

 


